
藍晶石 Ｋｙａｎｉｔｅ

科学館の

コレクション 資料登録番号

２００８‐２２０
１２８

らん しょうせき

藍晶石はその名前の通り青い

色が特徴の鉱物です。

この鉱物の学名はＫｙａｎｉｔｅとい

いますが、この名はギリシャ語で濃

い青を意味するＫｙａｎｏｓに由来す

るそうです。このＫｙａｎｉｔｅをカタカ

ナで書くときに、カヤナイトとかカイ

ヤナイトとかキアナイトとかいろいろ

な表記の揺れがあるので、ここで

は日本語名の藍晶石という名前で書き進めていきます。

固体の物質は、大きく結晶と非結晶に分けられるのですが、結晶の重要な性質と

して、方向によって性質に違いが生じる、ということがあります。この結晶の方向による
へき かい

性質の違いは「異方性」という言葉でまとめられます。その典型例は、劈開と呼ばれ

る現象で、劈開のある結晶では、結晶を割るときに割れる方向が決まっています（劈

開を示さない結晶も存在します）。

藍晶石を割った破片は、きれいな面が観察されます。しかも、藍晶石には硬度の

異方性もあります。藍晶石の破片は多くの場合細長い平板状に割れることが多いの

ですが、その破片の細長い方向に平行にナイフを当てると、わりと簡単に藍晶石を割

ることができます。一方で、藍晶石の破片の細長い方向とは垂直にナイフを当てても

簡単には割れず、方向によって硬度が違うことが分かります。

また、藍晶石は、観察する方向によって、青色の濃さが変化して見える、という性

質もあります。このような性質は多色性と呼ばれます。

藍晶石は、劈開性や多色性など結晶の性質が良く現れている鉱物ですが、更に

興味深いこととして、藍晶石には、同じ化学組成で違う鉱物がある、ということが挙げ

られます。藍晶石の化学式はＡｌ２ＳｉＯ５ですが、全く同じ化学組成で、紅柱石と珪線

石という２つの鉱物が存在します（残念ながら、科学館では紅柱石と珪線石の標本

は展示していません）。藍晶石は青系の色、紅柱石は赤茶色系の色、珪線石は白

と、同じ化学組成なのに結晶のしかたが変わるだけで色が大きく変わるのも結晶の不

思議なところです。

科学館の展示では、実際に藍晶石を割ったりすることはできないのですが、じっくり

とその青色を眺めてみてください。

飯山 青海（科学館学芸員）
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大阪市立科学館では、化学・物理・天文学・科学技術に関連した資料を収集しています
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